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【この記事に関するお問合せ】生活環境安全課　環境衛生担当

蚊は刺されるとかゆいだけでなく、デング熱等の感染症の原因となる病原体を媒介しま

す。蚊の発生場所や防除のポイントを知り、蚊の対策を心がけましょう。

蚊の対策のポイントを押さえよう！

蚊が卵を産む身近なたまり水！

植木鉢の受け皿空きビン・空き缶 じょうろ こどものおもちゃ タイヤの水たまり

屋外にある不要なたまり水をなくし、蚊の幼虫が生息できない環境を作ることで、

蚊の増加を抑えることができます。

蚊に刺されないために（成虫対策）

蚊を減らすために(幼虫対策)
蚊は水中に卵を産み、幼虫は水中で成長します。そのため、たまり水をなくせば、

蚊の発生を抑えることができます。

身の回りの「たまり水」をなくしましょう。

～蚊の一生～

ヒトスジシマカはやぶや草むらに潜み、日中に吸血する傾向があります。そのため、

日中に屋外で活動する際には蚊に刺されないための対策が有効です。

・外出時は長袖や長ズボン、帽子等を着用して肌の露出を控えましょう。

・いわゆる虫よけスプレーなどの忌避剤は数時間おきに塗りなおすと効果的です。

・窓を開けるときは、網戸を活用しましょう。

・やぶ、草むらをなくしましょう。

このマークは、目の不自由な方などのための「音声コード」で、コードの位置を示すために切り込みを

入れています。専門の読み上げ装置で読み取ると、記事内容を音声で聞くことができます。

【この記事に関するお問合せ】市町村連携課　企画調整担当

◆体内の水分が不足しがち
高齢者は若年者よりも体内の水分量が少ない上、体の

老廃物を排出する際にたくさんの尿を必要とします。

◆暑さに対する感覚機能の低下
加齢により、暑さやのどの渇きに対する感覚が鈍くな

ります。

◆暑さに対する調整機能の低下
高齢者は身体に熱がたまりやすく、暑い時には若年者

よりも循環器系への負担が大きくなります。
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○熱中症対策 …………………………1

○患者の声相談窓口 …………………2

○歯周病の気になるサイン …………2

○アニサキス食中毒 …………………3

○東京都ＨＩＶ検査・相談月間 ……3

○蚊の対策のポイント ………………4

熱中症予防のために
東京都の令和７年５月～９月までの熱中症による救急搬送人員は、調査開始の平成

20年以降で最多の9,315人となりました。年齢区分別に見ると高齢者が最も多く、
また発生場所別では「住居」が最も多い状況でした。

高齢者のための熱中症対策

【体調】元気か、食欲はあるか、熱はないか、脇の下・口腔が乾燥していないか

【具合】体重、血圧の変化、心拍数、体温

【環境】部屋の温度や湿度、風通し、換気、日当たり

身体の異変を感じて救急車を呼ぶか判断に迷ったときは

仕事場

教育機関公衆（屋内）

公衆（屋外）

道路

乳幼児 少年

成人
東京都

（9,315人）

のどが渇いていなくても
水分補給

部屋の温度をこまめに測る

暑い時は無理をしない

熱中症予防情報
サイト(環境省)

＃７１１９（２４時間年中無休）

※こちらからもつながります 042-521-2323（多摩地区）

東京版救急受診ガイド
(東京消防庁)

（出典：総務省「令和7年（5月～9月）の熱中症による救急搬送状況」）

高齢者は特に注意が必要です

周りの人にできること

防ぐために

住居

3,207

高齢者

4,911

東京都

（9,315人）

東京消防庁救急相談センター
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